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修学旅行を本当の学びに変えた
国際交流壁画共同制作プロジェクト

豊橋中央高等学校

副校長 高倉嘉男
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平成29年7月23日（日）
(株)内田洋行新川本社ユビキタス
協創広場CANVAS

背景
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豊橋市
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• 人口：３７万人

• 中核都市。東三河地域の中心都市。

• 鉄道交通の要所。豊橋駅は、JR東海道新幹線、JR東

海道本線、JR飯田線、名鉄名古屋本線、豊橋鉄道渥

美線、豊橋鉄道東田本線（路面電車）の結節点。

• 農業都市。長年、農業産出額全国１位だった。しそ、

冬瓜、洋ラン、うずらなど全国１位。

• 港湾都市。三河港は全国１位の自動車輸出入港。

• 市内小中学校７４校がユネスコスクールに加盟。
豊橋市

私立 豊橋中央高等学校

• 創立：1923年

• 建学の精神：和

• 生徒数：約900名

男女比6:4 １学年8-9クラス

• 教職員数（専任）：60名

• 普通科特進、スポーツ、普通コース

家政科

• 2014年度にユネスコスクールに加盟。

Cf. 2014年に名古屋でESD世界会議
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修学旅行
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• 学年：２年生

• 時期：例年３月上旬 ４日間

• 普通科特進コース：海外（台湾）

テーマ：異文化交流、日本の海外貢献学習

• 普通科スポーツと普通コース＋家政科：国内（沖縄）

テーマ：平和学習

• 通常、２学期から事前学習を行ってきた。

台湾は生徒の間で人気がない。

学校交流をもっと盛り上げたい。

2016年3月2日 台北市 西松高級中学

ジャパンアートマイル
国際交流壁画共同制作プロジェクト
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参加クラス
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• ２年A組（特進クラス）

• 人数：２５名＋留学生２名（ドイツとスイス）

• 男女比：１７：８

• 担任：高倉嘉男＋佐藤典子
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男子
硬式野球部

４名

留学生

2名

女子
バレーボール部

４名

それ以外
１７名

目的

台湾修学旅行に対する意識を高め、台湾のことを自主的に学ぶ姿勢を身に
付ける。

海外の同世代の若者たちと交流し、国際感覚を身に付ける。

海外からの日本に対する考え方に触れることで、日本を相対的に見る視点
を身に付ける。

英語を学ぶ意味や面白さを知る。

学級の団結を深める。
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参加申込（５月）
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台湾 別の国インド

修学旅行と融合させられる

IIMEの独立性が失われる

自分の得意国

生徒が会いに行けないパートナーと会える

強烈な異文化

時差１時間

未知の世界を知れる

どこになるか分からない

学力・コミュ力に大きな差

校内の理解が得られやすい

台南市 国立善化高級中学
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相手クラス
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202 203Mr. Chi-Chen Wu（サム）40名 Ms. Yu-Ting Su（モニカ）36名

担当者サムと友情を深める
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６月22日にサムと教師同士のビデオ会議を行い、

スケジュールシートを完成させる。

8月17日にサムが名古屋を個人旅行で訪れ、

観光案内をする。
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ビデオ会議の日時を決定
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1.９月１２日（月）
2.９月２６日（月）
3.１０月２４日（月）⇒３１日（月）
4.１１月１４日（月）
5.１２月１９日（月）
6.２月２０日（月）

月 火 水 木 金

１
9:00-9:50 現代文B 体育 保健 数学Ⅱα

地学基礎
生物

２
10:00-
10:50

C英語Ⅱ 体育 C英語Ⅱ 体育 数学Ⅱβ

３
11:00-
11:50

古典B
理科基礎演習Ⅰ
英語表現Ⅰ
地理B

理科基礎演習Ⅰ
英語表現Ⅰ
地理B

現代文B 数学Ⅱα

４
12:00-
12:50

書道Ⅰ 数学Ⅱβ
世界史B
日本史B
化学

地学基礎
生物

世界史B
日本史B
物理基礎

５
13:25-
14:15

総合的学
習の時間

C英語Ⅱ
英語表現Ⅱ

専攻体育 古典B
数学B
専攻体育

６
14:25-
15:15

HR
世界史B
日本史B
物理基礎

数学B
専攻体育

世界史演習
日本史演習

化学

英語表現Ⅱ

専攻体育

７
15:50-
16:40

数学演習
国語総合
Ⅰ

国語総合
Ⅰ

英語演習
Ⅰ

14:25-15:00JST
(13:25-14:00TST)

IIME以外の交流プログラム

14

テディーベア・
エクスチェンジ

グリーティングカード
・エクスチェンジ

台湾から 台湾へ

修学旅行事前学習
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八田與一についてのアニメ鑑賞

台湾史講座

中国語講座

工夫した点
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学級通信で逐一、
IIMEについて
今後の進め方や
相手校からの反応などを
発信した。

フォーラムでのやり取りや
相手校から送られてきた写真、
ビデオ会議用のPPTファイルなどを印刷し、
教室の後ろに掲示。

学級通信

掲示板

フォーラムの
チェックは
教員が行った。

なるべく多くの教員に
関わってもらえるように
必要以上に助けを頼んだ。
例）美術教員、英語教員など

輪を広げる

問題点１ FACEBOOKに頼りすぎ
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フォーラム Facebook

<

問題点２ 25 VS 76

18

Skype
グループ

壁画
グループ

日記
グループ

２A

202

203

４０名

３６名

２５名



2017/7/31

4

9月12日 自己紹介
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9月26日 地域・学校紹介
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9月26日 地域・学校・文化紹介
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10月31日 文化紹介

22

11月14日 壁画デザイン協議
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春 夏

秋 冬

日本 台湾

教員同士の
Skypeで
大枠を決定

台湾側から
台湾部分の
デザイン案
の投げ掛け

日本側で
黒板を使っ
て全体図を
考案、共有

画像を貼り
合わせて
全体図を
画像化

フォーラム フォーラム

12月から壁画制作開始

24
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壁画作り
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12月5日 下書き ２時間

制作時間帯：２学期期末テスト後の午前授業期間の午後
※強化部の生徒８名は参加できず。
フォーラムで逐一報告。

12月6日 着色 ３時間 12月7日 着色 ２時間 12月9日 着色 ３時間

12月12日 着色 ３時間？ 12月14日 着色 ３時間 12月16日 完成 ２時間半

美術の先生の指示に従い、
テントアートを５本追加
購入。

合計日数：７日
合計時間：１８時間半

記念撮影
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12月19日 壁画披露
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• グリーティングカードのお礼。
• 各国の言語で「メリー・クリスマス＆
ハッピーニューイヤー」。

• 壁画を披露。
• 質疑応答。

グリーティング
カードと一緒に
お菓子なども

届いた

1月11日 壁画を送付
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テントアート成分表
テントアート
製品安全データシート

Information 海外校との協働学習に役立つ情報・注意点＞荷物を送るときの注意点

休日
日本：12月23日～1月9日
台湾：12月31日～1月2日

1月20日～2月5日

壁画＋塗料：8,100円
（台湾まで）

必読！

重要 重要

INVOICE

+ +

2月20日 出発直前ビデオ会議
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2月27日に完
成した壁画の
写真が届いた

• 壁画の詳細の説明。
• 善化高級中学からの質問
１．善化高級中学で何がしたいですか？
２．台南市で何を食べたいですか？

• 豊橋中央高校からの質問
１．日本からのお土産は何が欲しいですか？

• 友情の歌を歌いましょう。

2月28日-3月3日 修学旅行

30

烏山頭ダム 学校交流

交流授業 カバディー対決
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完成壁画と共に記念撮影
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成果
台湾修学旅行に対する意識を高め、台湾のことを自主的に学ぶ姿勢を身に付ける。
⇒相手校から台湾の文化紹介があったため、自分で調べなくても興味が持てたのではないか。

海外の同世代の若者たちと交流し、国際感覚を身に付ける。
⇒最初は交流を面倒臭がっていた生徒たちも、大歓迎を受け、皆一様に感動し、一転して積
極的に交流していた。

海外からの日本に対する考え方に触れることで、日本を相対的に見る視点を身に付ける。
⇒親日国であり、日本の製品が多く使われている台湾で、日本について考えた生徒もいた。

英語を学ぶ意味や面白さを知る。
⇒英語系の学部への進学に変更した生徒が数人出た。

学級の団結を深める。
⇒どうかな･･･。
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今後の課題

修学旅行の海外コース訪問国はしばらく台湾から変更する予定がない。こ
のまま善化高級中学と同様の形で交流を続けていく場合、IIMEで同じ学校同
士のペアリングは２年が限度とのことで、来年度以降、IIMEとは独立させる
必要がある。別の学校とIIME+修学旅行の形で続ける場合、適切な学校が見
つかるかどうか確証はない。

IIMEの相手国が訪問国になるという形態の修学旅行は難しい。

今後、IIMEへの参加クラスを増やして行きたいという気持ちもあったが、
実際に実施したところ、複数の壁画を作成かつ保管できるような広い場所が
本校には余っていないことに気が付いた。

高校において正課の中にIIMEを組み込むことは大きな課題。
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